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５万分の１地質図幅 
説   明   書 

 

 

北海道立地下資源調査所 

技術員 小山内   煕 

同    酒 匂 純 俊 

同    松 井 公 平 

同    松 下 勝 秀 

 

 

は し が き 

 

この図幅および説明書は，昭和39年から昭和41年にわたり，約130日間の野外調 

査の結果をとりまとめたものである。 

野外調査にあたっては，北西部を酒匂が，南西部を小山内，松下が，東部を松井が 

それぞれ分担し，全般的なとりまとめは小山内が行なった。また，西部の調査に際し 

ては，北海道立地下資源調査所研究職員石山昭三氏の，また東部は，北海道大学理学 

部大学院研究生小林武彦氏の協力を，それぞれたまわった。 

西達布図幅地域は，日高構造帯を構成する，いろいろな変成岩類や火成岩類分布の 

北端部にあたる。したがって，岩石学的にも，地質構造的にも，いろいろと期待される 

地域であるが，図幅北部からはじまる，十勝大雪火山群起源と考えられる，新期の火 

山噴出物に広くおおわれ，日高構造帯北端沈降部としての，地質的な性格を充分に把 

握するにはいたらなかった。しかし，落合から連続して発達するホルンヘルス──日 

高変成岩類の西側に発達し，日高帯としては，南部日高帯とことなった構造をもつ── 

と，図幅地域に点々としてみとめられる花崗岩質岩とが，関連性があるのではないか 

という一つの見とうしをうることができた。 

野外調査に際して，協力をたまわった，石山昭三，小林武彦氏に深く感謝する。ま 

た現地で，いろいろな援助をいただいた，富良野市役所および東京大学演習林の方々 

に厚く御礼申し上げる。 

西 達 布（釧路－第15号） 
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第１図 930.8m三角点から東北方を望む。左側のなだらかに傾斜する山体が大麓山熔岩で構成される。 

第２図 麓郷南西地点から東北方を望む。十勝熔結凝灰岩で構成される平坦な 
スカイラインが明瞭である。後方の山体は十勝岳火山群。 
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Ⅰ 位置および交通 

西達布図幅の占める地域は，北緯43ﾟ10'～43ﾟ20'，東径142ﾟ30'～142ﾟ45'の範囲で 

ある。 

図幅地域は，行政上大部分が上川支庁富良野市に，また，東端の一部が十勝支庁新 

得町の管轄にふくめられる。 

図幅の南西部の西達布川にそって国道38号がはしり，西達布，幾
いく

寅
とら

峠をへて，空 

知川に下っている。また，図幅の北西部地域には，麓
ろく

郷
ごう

，布
ふう

礼
れ

別
べつ

などの部落と，富良 

野，西達布などと連絡する地方道が発達し，定期バスの運行があって，交通は比較的 

便利である。しかし，東部地域は，シイソラプチ川および中の沢にそって林道が開通 

しているだけである。 

Ⅱ 地   形 

図幅地域の地形は，いろいろな特徴から，およそ次の４つに区分することができる。 

(1) 標高800m以上の高さをもち，比較的急斜面で構成される山地帯 

(2) 標高400mから700m台の比較的平坦な丘陵性の山地帯 

(3) (2)の地形面上に，モナドノック状に突出する山地 

(4) 河川の岸に発達する平坦地 

(1)の山地帯は，図幅の北部にみられ，十勝岳図幅地域に発達する第四紀の火山群に 

つらなる山麓斜面の一部で，安山岩熔岩で構成される地形である。 

(2)の丘陵性山地帯は，図幅地域の大半をしめ，(1)の山麓斜面に連続して，南南西に 

ゆるく傾斜し，比較的平坦なスカイラインをしめす地形面をもっている。この地形地 

域は十勝熔結凝灰岩で構成されている。したがって，この地域を流れる河川は，一般 

に下底侵がいちじるしく，河岸は高い崖をつくっていることが多い。 

(3)は，(2)の地形面上に100mから300m前後の比高で突出する地形である。一般 

にまるみをおびた山頂をもっている。この地形は，図幅地域の基盤岩層で構成されて 

おり，十勝熔結凝灰岩に被覆されずに残された，基盤の凸出部とみなされる。 

(4)の河川流域の平坦地形面は，比高10m以下の河岸段丘，扇状地および沖積氾 

濫原とからなりたっている。 
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第３図 西達布南方の台地から北方を望む。十勝熔結結凝灰岩で構成されるなだらかな丘陵と， 
その上に突出し，日高累層群で構成される山体のコントラストが明瞭である。 

第４図 麓郷付近の耕作地。扇状地的な段丘堆積物で構成されているため礫が多い。 
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Ⅲ 地   質 

Ⅲ.１ 地質の概要 

西達布図幅地域は，北海道の中軸を構成する，いわゆる日高構造帯にふくめられる。 

しかし，この図幅地域は，日高構造帯の沈降部にあたっていて，南部地域のような， 

帯状配列をしめす変成岩類はみられず，むしろ日高帯のなかの上部相が発達する地域 

とみることができる。この地域の特徴は，落合図幅から連続して，日高変成帯の西側 

にあたる位置にも，ホルンヘルスが発達していることと，それらのホルンヘルス化を 

進行させたと考えられる，花崗質岩類が分布は小さいが点々と存在すること，などで 

ある。 

図幅地域を構成する岩層は，基盤の日高累層群，それをおおう火山噴出物，山麓斜 

面にみられる崖錐堆積物および河岸に発達する新期の堆積物に大別される。 

日高累層群は，ホルンヘルスおよび緑色岩類などの変成された岩層と，まったく未 

第１表 西 達 布 図 幅 層 序 表 
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変成の岩層とからなっている。前者は，粘板岩を主体とし，砂岩，チャートおよび輝 

緑岩質岩などを介在する，相変化のとぼしい厚い堆積層の，中の川層群ないし神威層 

群の一部が，変成されたものと考えられる。また，後者は，輝緑岩質岩層や砂岩，頁 

岩，チャートなどの正常堆積岩層からなり，空知層群の山部層と主夕張層の一部に相 

当する地層である。 

日高累層群をおおって，広く分布する火山噴出物は，いわゆる十勝熔結疑灰岩とよ 

ばれてきた流紋岩質熔結疑灰岩と，十勝岳火山群の一部を構成する安山岩質の大麓山 

熔岩である。ともに，十勝大雪火山群のいずれかに噴出源があるものと考えられてお 

り，第三紀未から第四紀にかけての噴出物とされている。 

以上の岩層をおおって，山麓斜面には，崖錐堆積物，河岸には，段丘堆積物および 

氾濫原堆積物が発達している。これらは，第四紀洪積世にかけての堆積物である。 

西達布図幅地域は，ほとんど大半が，十勝熔結凝灰岩でおおわれているため，基盤 

岩層の地質構造の全容を，把握することはむずかしい。しかし，日高累層群のいろい 

ろな岩相の分布状態は，落合図幅地域から連続していて，大局的には，落合図幅でた 

しかめられた，南北性の地質構造に支配されているものと考えられる。 

Ⅲ.２ 地 質 各 説 

Ⅲ.２.１ 先白亜系――日高累層群 

西達布図幅地域の日高累層群は，分布が限られていることと，ホルンヘルス化され 

ている部分が多いため，日高累層群全般についての岩相区分は困難である。しかし， 

上部の堆積岩を主体とし未変成の部分については，落合，千呂露図幅地域で明らかに 

された岩相層序が，大まかに追跡され，おおよそ次のように分類することができる。 

   無名沢輝緑岩質岩砂岩層〔S3〕 

  主夕張層 滝ノ沢頁岩層〔S2〕 

 空知層群  ニゴリ沢砂岩層〔S1〕 

   富士川頁岩層〔Y2〕 

   トマム輝緑岩質岩層〔Y1〕 

   ホルンヘルス〔Ho〕 

   緑色岩類〔Ge〕 

１ 中の川層群～神威層群（ホルンヘルス） 

ここでは，ホルンヘルスの原岩と考えられる地層について考察する。 

日
高
累
層
群 

山 部 層 

神威～中の川層群 



― 7 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 ホルンヘルスの露出（国道切り割り） 

図幅の南部地域には，十勝熔結疑灰岩におおわれて，ホルンヘルスが点々と分布し 

ている。その分布は，落合図幅でユートラシナイ沢層とした地層の分布の延長部にあ 

たっている。したがってホルンヘルスの原岩の大半は，ユートラシナイ沢層と考えら 

れる。 

落合図幅地域に発達しているユートラシナイ沢層は，粘板岩を主体とする地層であ 

るが，その一部が，ホルンヘルスになっている場合が多い。このように落合図幅地域 

では，ホルンヘルスの原岩の岩相も，明瞭にみとめられる。しかし，西達布図幅地域 

では，ほとんどホルンヘルスになっており，また断片的に分布しているため，全般の 

初生的な岩相層序はわからない。全般的にみて，粘板岩を主体とする厚い岩相が変成 

されて，ホルンヘルスになったものと考えられる。ごくまれにみられる比較的変成の 

弱い地域（幾寅峠の西側の地域や，岩魚沢下流西岸山腹の採石場）では，ホルンヘル 

スの原岩が，砂岩と粘板岩の薄互層や，灰白色～淡赤色チャートを介在する粘板岩で 

あることがうかがわれる。このような，砂岩，粘板岩の薄互層やチャートを介在する 

粘板岩などの岩相は，落合図幅や千呂露図幅のユートラシナイ沢層でも，普通にみと 

められる岩相である。 

変成の弱い地域でみとめられる初生的な走向傾斜は，一般に南北性の走向と，東傾 

斜をしめしている。しかし，全般的な構造は，露出がまばらなために明らかでない。 

落合図幅では，空知層群より下位の日高累層群には，中の川層群や神威層群に対比 

されると考えられるものもふくめて，一括して中の川層群～神威層群としてとりあつ 
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かっている。この図幅でも，落合図幅地域以上に，両層群を区分することは困難であ 

る。したがって，落合図幅にならって，空知層群以外のものを中の川層群～神威層群 

としておく。 

なお，落合図幅では，ユートラシナイ沢層の上位にさらに落合層，ウェンザル川層， 

ペンケヌシ川層などが区分されるが，この図幅地域では，ホルンヘルスと未変成の空 

知層群とが分布上直接している。したがって，落合層，ウェンザル川層，ペンケヌシ 

川層などは，断層によってかいているものと考えられる。 

２ 空 知 層 群 

図幅の南部地域には，まったく未変成の地層が発達している。これらは，落合図幅 

地域で空知層群とした地層の延長部に分布し，まえにのべたホルンヘルスおよび緑色 

岩類と断層で接している。岩相的には，落合図幅とほぼ一致し，落合図幅と同様の層 

序区分が可能である。したがって，地層名は，落合図幅にならって用いた。 

空知層群は，全般的にみて，東側に下位層が西側に上位層が発達し，正常な層序を 

しめしているが，構造は，ほとんど東傾斜である。したがって逆転構造とみなければ 

ならない。ただ，図幅の西南隅地域では，この地域の空知層群の最上位層を中心とし 

て，東傾の向斜構造がみとめられ，西翼にふたたび下位層が分布している。 

２.１ 山 部 層 

山部層は，輝緑岩質岩からなるトマム輝緑岩質岩層と，その上に整合的に発達し， 

頁岩を主体とする富士川頁岩層に区分される。 

１ トマム輝緑岩質岩層〔Y1〕 

この地層は，図幅の南西部の，空知川と西達布川にはさまれた山地帯に，断層に切 

られて重複して分布しているほか，西達布の北方山頂部にも，わずかにみとめられる。 

この地層は，輝緑岩，スピライト，および輝緑岩質凝灰岩など，いろいろな輝緑岩 

質岩類の複合体であるが，大部分は，暗緑色～暗緑灰色の輝緑岩で構成されている。 

落合図幅地域に発達するものと同様に，しばしば石灰岩を介在しているらしい。しか 

し賦存位置の確認されているのは，空知川北岸の伊勢団体北方の山腹部にみとめられ 

る，レンズ状小岩体だけである。 

２ 富士川頁岩層〔Y2〕 

伊勢団体北方の，トマム輝緑岩質岩層の西側に，帯状に分布している。露出不良の 

ため，確実な岩相はあきらかでない。しかし，落合図幅の富士川頁岩層と同様に，暗 
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灰色頁岩，青灰色砂岩および灰白色チャートなどで構成されていることが，転石から 

うかがえる。 

２.２ 主 夕 張 層 

主夕張層は，砂岩を主体とするニゴリ川砂岩層，頁岩からなる滝ノ沢頁岩層および 

砂岩・頁岩を主体とし，輝緑岩質岩を介在する無名沢輝緑岩質岩砂岩層とに区分され 

る。 

１ ニゴリ川砂岩層〔S1〕 

この地層は，伊勢団体北西の山地帯，西達布東部の山腹部および西達布北方の山頂 

などに分布している。伊勢団体北西部では，まえにのべた富士川頁岩層に接して発達 

しているが，整合的かどうかはわからない。少なくとも落合図幅と同様に整合的関係 

をしめすものと考えられる。西達布東部では，変成された緑色岩類と，分布上直接し 

ており，おそらく断層で接するものと考えられる。また西達布北方の山頂部では，ま 

えにのべたトマム輝緑岩質岩層と断層で直接している。 

この地層は，暗灰色ないし灰白色の粗粒ないし中粒砂岩を主体とし，暗灰色の頁岩 

を介在している。全般的に塊状の砂岩からなるが局部的に板状層理も発達している。 

２ 滝ノ沢頁岩層〔S2〕 

滝ノ沢頁岩層は，図幅の西南隅山地にみられる向斜構造の東西両翼を構成して分布 

しているほか，西達布東北山地の残丘状の小丘を構成している。 

この地層は，暗灰色の頁岩を主体とし，硬砂岩やチャートをはさんでいる。一般に 

板状層理の発達する地層であるが，図幅地域ではかなり破砕されている。 

３ 無名沢輝緑岩質岩砂岩層〔S3〕 

この地層は図幅の西南隅山地で，向斜構造の中心に分布しているだけである。 

この地層は，輝緑岩質凝灰岩，砂岩，頁岩，チャートなどから構成されている。空 

知川の北岸地域では，落合図幅でみられた岩相がほぼ連続している。すなわち，暗緑 

色の輝緑岩質凝灰岩，暗灰色の頁岩，暗赤色や灰白色のチャートなどの互層からな 

り，とくに，チャートが厚く発達し，ほぼNS方向につらなる岩峯を構成している。 

西達布南部のドロマイト鉱山（鹿越鉱業東山採鉱場）では，暗緑色～淡緑色の輝緑岩 

質凝灰岩，珪質の黒色頁岩，暗灰色の砂岩，灰白色～淡赤色のチャートなどで構成さ 

れている。全般的には，下位は輝緑岩質相，上部は，頁岩，砂岩，チャートなどの堆 

積岩相が卓越している。石灰石およびドロマイト鉱床は，輝緑岩質岩相にも堆積岩相 
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にもみとめられるが，杉本ほか（1964）によれば一般に上部の堆積岩相のなかに胚胎 

するものが規模も大きいといわれている。 

この地域の輝緑岩質岩相は，下位のトマム輝緑岩質岩層のものと区別しがたいが， 

しばしば砂岩，頁岩などを介在している点や，南部の空知川河岸に分布する地層との 

関連からみると，無名沢輝緑岩質岩砂岩層中のものとみるのが妥当である。 

Ⅲ.２.２ 十勝熔結凝灰岩〔Wa〕 

この熔結凝灰岩は，日高累層群の分布する低地をうめ，なだらかな台地状の地形を 

つくって広く発達している。この図幅地域内では１枚の熔結凝灰岩しかみとめられな 

い。しかし，隣接の佐幌岳図幅周辺では，橋本誠二ほか（1968）によれば４枚の熔結 

凝灰岩に区分されている。この図幅内のものは，岩質，分布状態から，４枚のうち 

の最上部の熔結凝灰岩に対比できる。したがって，更新世の可能性も考えられる。 

この熔結凝灰岩は，一般に灰色～淡灰色を呈し，熔結作用のていどで若干の岩相変 

化がみとめられる。熔結作用の進んだ部分は，流理構造が発達し，麓郷東方ではほぼ 

南北の走向で，西に10ﾟ傾斜する流理構造がみられる。また，熔結作用の進んでいな 

い部分は，西達布川の上流，930.8m山の南の小沢などに若干露出している。黒色～ 

淡灰色の角状軽石（4cm大以下）および粘板岩，砂岩などの岩片をふくみ，軽石流 

堆積物の岩相をていしている。 

岩質は，流紋岩質熔結凝灰岩で，3mm～5mm内外の大型の石英粒と黒雲母を多 

量にふくんでいることで特徴づけられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 十勝熔結凝灰岩の露出（国道切り割り） 
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第７図 十勝熔結凝灰岩の顕微鏡写真  ＋ニコル×20 

Ⅲ.２.３ 大麓山熔岩〔Ta〕 

この岩石は，図幅の中央北部に発達するもので，北に隣接する十勝岳図幅にまたが 

って，大麓山を構成している熔岩である。大麓山は，かなり開析の進んだ火山で，周 

辺部は厚い崖錐におおわれており，大きな川筋に若干の露出が観察されるていどであ 

る。 

基底部において観察された流理構造は，すべて北から北西に15ﾟぐらい傾斜してお 

り，熔結凝灰岩をおおって発達していると判断される。 

この熔岩は，板状節理の目立つ黒色堅硬なしそ輝石普通輝石安山岩で，上部には集 

塊岩質のものもみられる。いちじるしく斜長石の斑晶にとんだ斑状構造をしめし，し 

そ輝石，普通輝石の斑晶のほかに，まれにかんらん石をふくんでいる。石基は，針状 

の斜長石と粒状の輝石をガラスが埋めたハリ基晶質をしめすが，部分的には，短冊状 

斜長石が晶出して間構造をとるものもある。 

Ⅲ.２.４ 第 四 系〔Tr，Tu，Al〕 

この図幅地域に発達する，第四紀の地層は，空知川河岸をはじめ各地の河川岸に 

発達する河岸段丘堆積物，日高累層群で構成されるモナドノック状山地の周辺や，北 

部の火山岩地帯の山麓斜面に発達する崖錐堆積物，および河川流域にみられる氾濫原 

堆積物である。 
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第８図 大麓山熔岩の顕微鏡写真  ＋ニコル×30 

河岸段丘堆積物は，河床からの比高5mていどの平担面を作って発達しており，と 

くに空知川岸や麓郷地域で発達良好である。麓郷地域では，大量の人頭大前後の円 

礫で構成され，22/1000ていどの広い傾斜両を作っていて，扇状地堆積物とも考えら 

れる様相を呈している。麓郷の西方の段丘堆積物の礫層からは，大量の湧水がみられ 

る。 

崖錐堆積物は，背後地を構成する岩層からの崩壊物で構成され，とくに南西部の日 

高累層群分布地域で，厚く堆積している。 

冲積氾濫原堆積物は，空知川河岸でやや厚く堆積しているが，ほかの地域では，が 

いして薄く狭少な分布をしめしている。 

Ⅲ.２.５ 変 成 岩 類 

図幅地域にはホルンヘルスおよび緑色岩類がみられるが，これらの層序的な位置に 

ついては，日高累層群の項で説明した。ここでは顕微鏡観察の結果をのべる。 

１ ホルンヘルス〔Ho〕 

図幅の南半地域に点々と分布しているが，これらは，それぞれ構造的にも区別して 

考えなければならないものと思われる。しかし，分布がまばらなため，相互の構造的 

な関係はあきらかでなく，したがってとりあえず一括してあつかった。この地域のホ 

ルンヘルスは岩質的には，黒雲母ホルンヘルス，含青石ホルンヘルス，含柘榴石 
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第９図 ホルンヘルスの顕微鏡写真 //ニコル×20 

青石ホルンヘルスなどにわけられるが，それぞれがどのように分布しているかは不明 

である。全般的にみると，落合図幅地域のホルンヘルスより，やや変成度の高いもの 

のしめる面積が広いようである。とくに，幾寅北方の浅野牧場付近で，花崗質岩のみ 

られるあたりのものは，変成度が高く，柘榴石や青石が多量にふくまれている。ま 

た，石英，黒雲母，柘榴石，青石などが，かなり粗粒になり，片理の発達も強く， 

黒雲母片岩状になっている。さらに，絹雲母がいちじるしい方向性をもって配列して 

いる。また，ほかの地域の方向性の弱いところでは，石英と黒雲母がモザイク状に組 

合った，粗粒なホルンヘルスとなっている。 

２ 緑 色 岩 類〔Ge〕 

緑色岩類は，図幅の南部地域のホルンヘルス中に介在して，ほぼ南北ないし北北東 

の方向性をもって，帯状に分布している。これらは，落合図幅のほぼ中央地域で集中 

的に発達する岩体の延長部にあたっている。 

岩質は，灰緑色ないし緑色を呈する細粒堅硬なもので，落合図幅中に発達するもの 

と，まったく同様な岩質をしめしている。つまり，顕微鏡下では，陽起石と曹長石を 

主体とし，少量の石英と緑簾石をともなっている。陽起石は，いちじるしく繊維状を 

呈し，ごくまれに原岩の構造と思われる，オフィテック構造を残している部分がみら 

れる。 
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落合図幅では，ほとんど変成されていないユートラシナイ沢層中に，しばしば輝緑岩 

体が介在しているが，これらは，層序的あるいは構造的な位置からも，緑色岩類とし 

たものとほぼ同一のものとみることができ，緑色岩類は，岩脈状あるいは岩床状に迸 

入した輝緑岩の変成されたものと考えられる。 

Ⅲ.２.６ 花崗質岩類〔Gr〕 

花崗質岩類は，幾寅市街地北方の，浅野牧場付近および図幅中央地域の，879m山 

付近などで，ホルンヘルス中にわずかに分布している。 

岩質には，粗粒な優白岩質のものと，中粒ないし粗粒のトーナル岩質のものとがあ 

る。 

優白岩質のものは，石英，カリ長石，斜長石を主体とし，少量の黒雲母をふくんで 

いる。とくに，カリ長石が多く，斜長石を包有してパーサイト構造をとるものや，石 

英とミルメカイト構造をとるものがある。黒雲母は，比較的細粒で，絹雲母にかわっ 

ているものが多い。ときに，ごく少量の柘榴石をふくむものがみられる。 

トーナル岩質のものは，石英，斜長石，黒雲母からなり，ごく少量のカリ長石，チ 

タン石，燐灰石をふくんでいる。斜長石は，短冊状の自形をとるものが多く，その間 

を石英と黒雲母が埋める形をとっている。 

この花崗質岩類は，分布はごくわずかであるが，この岩体周辺のホルンヘルスは， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10図 花崗質岩類の顕微鏡写真 ＋ニコル×20 
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とくに変成度が高くなっていることや，ホルンヘルスの分布が点々とではあるが，か 

なりのひろがりをもっていることなどから考えると，十勝熔結凝灰岩やホルンヘルス 

の下位には，相当大きな花崗質岩の岩体の存在が推定される。 

Ⅳ 応 用 地 質 

西達布図幅地域の鉱産資源は，石灰石およびドロマイトだけである。ともに，空知 

層群中にふくまれるもので，胚胎層準は，トマム輝緑岩質岩層と無名沢輝緑岩質岩砂 

岩層の２層準である。 

Ⅳ.１ 石 灰 石〔Ls〕 

伊勢団体北方山地の，トマム輝緑岩質岩層中にみられる，レンズ状の小岩体である。 

これは，20数年前に採掘したことがあるという。長尾捨一ほか（1952）によれば，こ 

の石灰石鉱体は，南方の落合図幅中にある，日鉄東鹿越鉱山で採掘中のものと同層準 

で，性状も同一であるとされている。また，鉱体は輝緑岩質凝灰岩中に，ほぼN30ﾟE， 

50ﾟSEの走向傾斜で介在する，不規則なレンズ状を呈している。厚さ10m，推定延長 

50m，採掘面の高さ15mていどの鉱体で，理論可採埋蔵鉱量18,750t o n，可採粗鉱 

量7,500t o nと推定されている。 

品質は，暗灰色～灰白色を呈し，やや結晶質で，不純物が多く，肉眼的にも品位不 

良とされている。 

以上のように，鉱量，品質などの点から，稼行価値はとぼしく，現在では放置され 

たままである。 

Ⅳ.２ ドロマイト〔Dm〕 

西達布市街地の約3km南方の山地帯は，東鹿越の石灰石鉱床胚胎地層の延長が期 

待され，以前から石灰石の賦存地帯として注目されてきた地域である。しかし，この 

付近一帯は，露出不良で確実な石灰石鉱床を把握するまでにはいたらなかった。昭和 

35年頃から，鹿越鉱業株式会社の探鉱が開始され，その結果，鉱床の主体は，ドロ 

マイト鉱床であることが確認され，また，相当量の鉱量が把握された。昭和40年か 

ら，鹿越鉱業東山採鉱場として採掘が開始され，月産2,000～3,000t o nの鉱石が出鉱 

されている。 

ドロマイト鉱床は，杉本良也ほか（1964）によれば第13図にしめしたように，標 

高350mから450mにわたって，ほぼ，出尾根部を構成し，南北性の延長軸をもっ 
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第11図 ドロマイト鉱山（鹿越鉱業東山採鉱場の採掘現場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第12図 第11図の接写 

て，紡垂形の分布をしめしている。ドロマイトの賦存面積は，200×400mである。 

また，試錐によって確認された鉱床の厚さは，東端部で30m，中央部で60m，西 

端部で28mに達し，不規則な層状鉱床と推定されている。さらに，西端部と中央部 

の間には，向斜構造あるいは断層が推定されている。 
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鉱床は，試錐柱状図によると，大部分がドロマイトからなっているが，石灰石，頁 

岩，炭酸塩化した輝緑岩質凝灰岩などを介在している。 

ドロマイトは，灰白色を呈し，ち密である。不純物として石英，粘土鉱物および 

鉄鉱をともなっている。 

ドロマイトの分析結果は，第２表のとおりである。 

MgOは，ほぼ15～18％ていどしかなく，成分上からは，石灰質ドロマイトとよば 

れるもので，品質はあまり良好とはいえない。したがって，利用面は，苦土肥料の原 

料にかぎられると判断されている。 

第13図 ドロマイト鉱床賦存図 
（杉本，石山，原図） 

第14図 ドロマイト鉱床 
試錐柱状図の一例 
(鹿越鉱業KK資料 
による杉本，石山， 
原図） 
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第２表 ドロマイト分析表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可採鉱量は，試錐で確認された範囲で，1,624,000t o nとされている。 

なお，ドロマイト鉱体の南東部には，小さなレンズ状の５つの石灰石鉱体が散点し 

ている。いずれも規模が小さく，20×20×80m以下であり，稼行されてはいない。 
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Résumé  

 
The  a rea  of  Nish i tappu  shee t  map i s  s i tua ted  in  l a t i tude  43ﾟ  

10'─43ﾟ20'N,  and longitude 142ﾟ30'─142ﾟ45'E,  and is located in 
t he  no r the rn  downwarped  ex tens ion  o f  t he  H idaka  zone  which  
const i tu tes  the  centra l  backbone of Hokkaidō.   Zonal  arrangement  
o f  the  metamorph ic  rocks  or  igneous  rocks  as  obse rved  in  the  
sou thern  par t  o f  the  Hidaka  zone  i s  absent  he re,  and  ins tead,  
facies of relatively higher horizons are well-developed.   The Hidaka 
Supergroup deve loped  in  th i s  a rea  i s  composed  of  metamorphic  
rocks  such  as  hornfe l s,  and  g reen  s tones,and nonmetamorphosed  
rochs,  a s  shown in  the  fo l lowing t ab le.  

The  hornfe l s  and  the  g reen  s tones  o f  the  lowermos t  hor izon  
o f  the  Hidaka  Supergroup const i tu te  a  cha rac te r i s t ic  metamorphic  
zone,  d i f fe rent  f rom o the r  par t s  of  the  Hidaka  be l t.   F rom the  
f i e ld  ev idences  obse rved  wi th in  th i s  a rea  and  a l so  the  a rea  o f  
Ochia i  shee t  map i t  i s  infe r red  tha t  the  hornef l s  were  formed by  
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   Mumeizawa d iabas ic  rock  
   sandstone  member  
 
   Tak inosawa  sha le  member  
 
 Sorachi   Nigor i sawa sandstone  member  
  Group  
   Fu j igawa sha le  member  
  Yamabe  
  Format ion  Tomamu d iabas ic  rock  
    member  
  Kamui  
 ～ Nakanokawa 
  Group  Hornfe l s  and  Green  rocks  
me tamorphism of  the  Yū to rash ina i-zawa Format ion  of  the  Kamu-  
i-Nakanokawa Group,  and  the  g reen  s tones  were  der ived  f rom the  
d iabase  in t ruded in to  the  Yutorash ina i-zawa Format ion  as  dykes  
and  shee t s.  

Al l  these  metamorphic  rocks  a re  d i s t r ibuted  sporad ica l ly  in  
the  southe rn  pa r t  o f  the  shee t  map,  and  the  shee t  o f  metamorp-  
h i sm i s  inc reased  in  the  v ic in i ty  of  the  g rani t ic  rocks,  re su l t ing  
in  the  format ion  o f  coarse-gra ined mica  sch i s t s  wi th  s t rong schi-  
s tos i ty.  

The  non-metamorphic  Sorachi  Group,  s epa ra ted  f rom the  me-  
t amorphic  format ions  by  the  fau l t s  a re  deve loped in  the  southern  
pa r t  o f  the  a rea.   I t s  lowermost  hor izon  i s  represen ted  by  the  
Y a m a b e  Fo rm a t i on,  w h ic h  i s  d iv i ded  i n t o  t h e  l o w e r  T o m am u 
diabasic  rock member  composed of  d iabase,  spi l i te  and schals tein,  
and  the  upper  Fuj igawa sha le  member  composed of  the  a l te rna t ion  
of  shale,  sandstone and cher t.   The Yamabe Format ion is  covered 
conformably  by  the  Shuyūbar i  Format ion  which  i s  a l so  composed 
of  Nigor i sawa  sandstone  member,  Takinosawa sha le  member,  and  
Mumeizawa  d iabas ic  ro rk  sandstone  member  made  o f  the  a l te rn-  
a t ion  o f  sands tone,  sha le,  che r t  and  scha l s te in.   L imes tone  and  
do lomi te  a re  f requent ly  found in  the  lowermost  and  the  uppermost  
fo rmat ions  of  the  Sorachi  Group. 

Tokachi  welded  tu f f  o f  rhyol i t i c  compos i t ion  forms  an  ex ten-  
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s ive  f l a t  p la teau,  cover ing  the  Hidaka  Supergroup.   Ta i roku-  
s a n  l a v a  o f  a n d e s i t i c  c o m p o s i t i o n  w h i c h  f o r m s  a  p a r t  o f  t h e  
Tokachi  volcanic  g roup i s  a l so  d i s t r ibu ted  in  the  nor thern  cent ra l  
pa r t  o f  the  a rea.   A l l  o f  them a re  regarded  to  have  been  e rupted  
f rom some  cente r s  in  the  Tokachi-Daise t su  vo lcanic  g roup  dur ing  
the  pe r iod  f rom the  end  of  Ter t ia ry  to  Quate rna ry.  

These  fo rmat ions  a re  covered  by  ta lus  depos i t s  on  the  s lopes  
o f  mounta ins,  by  te r race  and  a l luv ia l  depos i t s  a long  the  r ivers,  
a l l  o f  w h ic h  we re  de po s i t e d  d u r i ng  t he  D i lu v i a l  an d  Al l uv i a l  
pe r iods.  

The  minera l  re souces  in  th i s  a rea  a re  represen ted  only  by  
l imes tone  and  do lomi te  in  the  Sorach i  Group.   The  l imes tone  
l ayers  a re  on  smal l  sca le,  conf ined  to  the  shca ls t e in  and  were  
mined  once,  bu t  they  a re  now abandoned.   Dolomine  layer s  a re  
intercalated between the al ternation of the schalstein and sandstone,  
and  the i r  amount  i s  e s t ima ted  a t  abou t  162,400  t ons  and  they  
a re  now mined  for  the  raw mate r i a l  o f  the  fe r t i l i e r s.  
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